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凡
　
例

　

日
時
　
　

場
所
　
　

集
合
　
　

対
象
・
定
員
　
　

費
用
　
　

内
容
　
　

講
師
　
　

一
時
保
育
　
　

締
切
日
　
　

申
込
　
　

問
合
先
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　

Ｅ
メ
ー
ル

▢時

▢場

▢集

▢人

▢費

▢内

▢師

▢保

▢締

▢申

▢問

▢ｅ

ことこみゅネットは、地域で活動する団体のイベント情報・活動情報などが集まるポータルサイトです。地域活動やイベント等
への参加につながる身近な情報収集の場として、また登録団体から区民の皆さんへの情報発信の場としてご活用ください。

https://kotocommu.net/※右記の二次元コードから入れます 問▢ 区民協働推進担当☎3647-8570、℻3647-8441

4令和 4 年（2022年）6 月21日
江東区ホームページ　https://www.city.koto.lg.jp
　　　　　　　　　　https://www.city.koto.lg.jp/m（携帯）

　18歳から59歳で基礎疾患（※）があり4回目接種を希望する方は、コールセンターにお電話くだ
さい※基礎疾患の範囲等の詳細は区ホームページをご覧になるかお問い合わせください。
問▢江東区新型コロナワクチンコールセンター☎0120-115-721（土・日曜、祝日含む8：30～17：30）

新型コロナワクチン4回目接種
基礎疾患があり接種を希望する方はご連絡を

官公署つづき
東京辰巳国際水泳場　障害者水
泳入門教室・ボランティア講座
1．障害者水泳入門教室
人▢ 障害のある方30人（抽選）

2．障害者水泳ボランティア講座
人▢ どなたでも10人（抽選）内▢ 同時

開催する障害者対象の水泳教室で、
参加者を補助する技能を習得
※いずれも 時▢ 7／25（月）・28（木）、8
／13（土）・17（水）・19（金）（全5回）、1
は13：30～14：30、2は13：10～14：30
場▢ 東京辰巳国際水泳場 費▢ 無料
締▢ 7／11（月）必着 申▢ ホームページ

または往復はがきに①教室名②氏名
③年齢④学年⑤性別⑥郵便番号・住
所⑦電話番号を記入し、〒135-0053
辰巳2-8-10東京辰巳国際水泳場へ☎
5569-5061、℻5569-5068 https: 
//www.tef.or.jp/tt isc/index.
html

BumB東京スポーツ文化館　 
夏休みこどもスイミング教室
1．あっぷっプール
人▢ 年中～小学1年生各回12人（申込

順）内▢ 顔付け・バタ足・水中移動等
水慣れ練習
2．はじめてプール
人▢ 小学2年～4年各回12人（申込順）
内▢ けのび、グライドキック、クロ

ール等泳ぎの基礎練習
※いずれも 時▢ 7／20（水）・22（金）・23

（土）・24（日）・27（水）・29（金）・30（土）
・31（日）、8／3（水）・5（金）・6（土）・
7（日）、1は9：30～10：30、2は11：00～
12：00※こども1人につき保護者1人
入場可、小学3年生以下は要保護者
同伴 費▢ 各1,100円 申▢ 6／28（火）18：
00からBumB（ぶんぶ）東京スポーツ
文化館へ電話で予約（窓口予約は6／
29（水）から）。予約後、1週間以内に
窓口で申込書を記入 場▢  問▢ BumB
東京スポーツ文化館（夢の島2-1-3）

☎3521-7321、℻3521-3506

生物多様性フェア
　生物多様性の大切さを学ぶために、
区内で生物の保全や緑化に取り組ん
でいる個人や団体の活動や研究を紹
介するフェアを開催します。身近な
生き物と私達の生活のつながりを一
緒に考えてみませんか 時▢［展示］7／
1（金）12：00～7／3（日）18：00［ポスタ
ーセッション］7／2（土）・3（日）※詳
細はホームページをご確認ください
場▢ 江東区文化センター2階ロビー

（東陽4-11-3）人▢ どなたでも 費▢ 無
料 内▢ 活動や研究のポスター展示、
発表［後援］江東区 申▢ 当日直接会場
へ 問▢ 生物多様性チーム江東・阿河
眞人☎5683-0723 https://team 
koto.org

区民ファミリーキャンプの集い
時▢ 7／22（金）～24（日）※2泊3日 場▢

若洲公園キャンプ場（若洲3-2-1）
人▢ 区内在住・在勤・在学の親子（こ

どもは4歳以上）20組80人（抽選）費▢
1人9,000円（食事代・保険代等）締▢
7／1（金）消印有効 申▢ 往復はがきに
参加者全員の住所・氏名・年齢（生年
月日）・性別・電話番号・参加人数（1
組3～5人）を記入し、〒136-0073北
砂5-20-3-812江東区レクリェーショ
ン協会・野田悦子へ☎3646-3369
認知症カフェ「2丁目Yワイカフェ」
　認知症の人や家族、認知症に関心
のある人だれでも気軽に来店できる
認知症カフェです。専門の相談員が
認知症についての相談もお受けしま
す 時▢ 7／13（水）14：00～16：00 場▢
YMCAコミュニティーセンター（東
陽2-2-20）費▢ 無料 内▢ カフェ利用
者の交流 申▢ 当日直接会場へ 問▢ 三
浦☎080-1259-0322（午前中のみ）

バ
イ
ク
編

2

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
交
通
に

関
す
る
身
近
に
潜
む
危
険
を
避
け

る
た
め
の
知
識
を
ク
イ
ズ
形
式
で

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
交
通
事
故

の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら

な
い
よ
う
、
交
通
安
全
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

　
第
₂
回
は
、「
バ
イ
ク
（
自
動
二

輪
車
・
原
付
）」
編
で
す
。

第
1
問

　
令
和
₃
年
に
、
区
内
で
発
生
し

た
交
通
事
故
の
う
ち
、
バ
イ
ク
が

関
与
し
て
い
る
割
合
は
、
次
の
う

ち
ど
れ
で
し
ょ
う
。

①
約
₁₀
％

②
約
₂₀
％

③
約
₃₀
％

第
2
問

　
令
和
₃
年
に
、
都
内
で
発
生
し

た
バ
イ
ク
の
死
亡
事
故
の
う
ち
、

最
も
多
か
っ
た
事
故
類
型
は
次
の

う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
。

①
単
独

②
出
会
い
頭

③
追
突

第
3
問

　
バ
イ
ク
の
死
亡
事
故
で
、
主
に

致
命
傷
と
な
っ
て
い
る
身
体
の
部

位
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
。

①
腰
部

②
胸
・
腹
部

③
頭
部

答
え
を
確
認
し
安
全
も
確
認

第
1
問
の
答
え
…
②

　
令
和
₃
年
の
バ
イ
ク
関
与
割
合

は
約
₂₀
％
で
、
1
9
9
件
で
し
た
。

ま
た
、
都
内
で
は
全
交
通
事
故
死

者
数
の
う
ち
、
バ
イ
ク
が
関
与
す

る
事
故
死
者
数
の
割
合
が
約
₂₆
％

（
₃₅
人
）と
、
全
国
と
比
べ
て
も
高

い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
2
問
の
答
え
…
①

　
単
独
₁₇
件
、
出
会
い
頭
₅
件
、

追
突
₄
件
で
、
単
独
死
亡
事
故
の

う
ち
₂
件
は
区
内
で
発
生
し
た
も

の
で
す
。

第
3
問
の
答
え
…
③

　
過
去
₅
年
に
都
内
で
発
生
し
た

バ
イ
ク
の
交
通
死
亡
事
故
の
う
ち
、

約
₅₀
％
で
頭
部
の
損
傷
が
致
命
傷

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

が
脱
落
し
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り

あ
ご
ひ
も
を
締
め
ま
し
ょ
う
。

　
都
内
で
は
、
夏
か
ら
秋
の
行
楽

期
に
バ
イ
ク
の
死
亡
事
故
が
増
加

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
正
し
く

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
ス
ピ
ー

ド
を
控
え
、
安
全
な
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

問▢
交
通
対
策
課
交
通
係

 

☎（
3
6
4
7
）4
7
8
4

 

℻（
3
6
4
7
）9
2
8
7

　
デ
ン
グ
熱
な
ど
の
感
染
症
は
、
ウ

イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
蚊
に
刺
さ
れ

る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
感
染
を
予

防
す
る
に
は
、
周
囲
に
蚊
を
発
生
さ

せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
蚊
を
発
生
さ
せ
な
い
・
蚊
に
刺
さ

れ
な
い
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

蚊
の
発
生
を
抑
え
る
ポ
イ
ン
ト

○ 

ベ
ラ
ン
ダ
や
家
の
周
囲
の
た
ま
り

水
を
な
く
す

○ 

不
要
な
も
の
を
片
付
け
る

○ 

週
₁
回
は
水
を
入
れ
替
え
る

　
ボ
ウ
フ
ラ
（
蚊
の
幼
虫
）
は
水
中

で
生
活
し
ま
す
。
少
し
の
た
ま
り
水

で
も
成
長
で
き
ま
す
。
家
の
周
囲
に

あ
る
空
き
容
器
、
古
タ
イ
ヤ
な
ど
、

た
ま
り
水
が
で
き
そ
う
な
不
要
な
も

の
は
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
植
木
鉢
の
受
け
皿
な
ど
は

週
₁
回
、
水
を
入
れ
替
え
ま
し
ょ
う
。

蚊
に
刺
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

○ 

蚊
の
隠
れ
場
所
を
な
く
す

○ 

室
内
へ
蚊
を
入
れ
な
い

○ 

屋
外
で
は
肌
の
露
出
を
減
ら
す

○ 

殺
虫
剤
を
適
切
に
使
う

　
蚊
は
や
ぶ
や
草
む
ら
に
隠
れ
て
、

待
ち
伏
せ
し
て
い
る
の
で
、
草
刈
り

を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
症
対
策
に
よ
り
、

今
ま
で
通
っ
て
い
た
場
所
や
教
室
に

参
加
で
き
な
い
、
人
と
の
交
流
が
減

っ
て
し
ま
っ
た
等
の
お
悩
み
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
の
仲
間
や
お
友

達
と
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
活い

き
粋い

き

体
操
を
行
う

場
所
を
作
っ
て
、
み
ん
な
で
元
気
に

な
る
地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
登
録
前
に
区
が
行
う
出
前
講
座

「
こ
れ
か
ら
お
元
気
！
応
援
講
座
」を

受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
登
録
条
件
﹈

○ 

お
お
む
ね
₆₅
歳
以
上
の
区
民
₃
人

以
上
の
団
体

○ 

週
₁
回
以
上
、
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
活
き
粋

体
操
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
編
を
行

う
こ
と

○ 

活
動
場
所
を
区
内
で
確
保
す
る
こ

と
等

﹇
支
援
内
容
﹈

○ 

理
学
療
法
士
、
運
動
指
導
員
が
体

操
や
体
力
測
定
、
健
康
ミ
ニ
講
座

を
₂
年
間
限
定
で
出
張
指
導
（
全

₈
回
）

○ 

オ
ン
ラ
イ
ン
導
入
出
張
支
援
（
全

₂
回
）

※
出
張
指
導
・
支
援
は
月
〜
金
曜

（
祝
日
を
除
く
）午
前
₉
時
半
〜
午
後

₄
時
と
な
り
ま
す
。

問▢
地
域
ケ
ア
推
進
課
地
域
ケ
ア
係

 

☎（
3
6
4
7
）4
3
9
8

 

℻（
3
6
4
7
）3
1
6
5

　
ド
ア
な
ど
の
開
け
放
し
や
網
戸
の

破
れ
に
注
意
し
、
室
内
へ
の
侵
入
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
屋
外
で
は
長
袖
シ
ャ
ツ
や
長
ズ
ボ

ン
を
着
用
し
、
肌
の
露
出
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
虫

よ
け
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
殺
虫
剤
を
使
う
場
合
は
、
説
明
書

を
よ
く
読
ん
で
、
適
量
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

※
区
で
は
、
蚊
の
発
生
源
と
な
る
雨

水
マ
ス
に
薬
剤
を
投
入
し
て
い
た
だ

く
協
力
団
体
（
町
会
・
自
治
会
、
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
等
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
協
力
い
た
だ
け
る
団
体

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問▢
保
健
所
生
活
衛
生
課
環
境
衛
生

係 

☎（
3
6
4
7
）5
8
6
2

 

℻（
3
6
1
5
）7
1
7
1

　
江
東
区
自
悠
大
学
は
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
生
き
が
い
あ
る
生
活
を
送

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
生
涯
学
習
の

場
と
し
て
、
社
会
、
生
活
、
歴
史
、
文

学
、
健
康
等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
学

び
ま
す
。
こ
の
た
び
、
好
評
の
シ
リ

ー
ズ
講
座
を
拡
大
し
て
、
よ
り
深
い

内
容
で
開
講
し
ま
す
。

時▢
₈
月
₂₉
日
（
月
）
〜
令
和
₅
年

₂
月
₁
日
（
水
）

場▢
下
表
の
と
お
り

人▢
区
内
在
住
で
₆₀
歳
以
上
の
方
、

深
川
ク
ラ
ス
各
₅₀
人
、
城
東
ク
ラ
ス

各
₄₀
人
、
亀
戸
ク
ラ
ス
₃₀
人
、
東
雲

ク
ラ
ス
₄₀
人
（
昨
年
度
自
悠
大
学
を

未
受
講
の
方
を
優
先
し
、
抽
選
）

費▢
5
0
0
円
（
資
料
代
）

内▢
全
₆
ク
ラ
ス
・
₂₀
講
座
（
合
同

講
座
₄
回
を
含
む
）

﹇
受
講
案
内
配
布
場
所
﹈₇
月
₁
日

（
金
）
か
ら
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

グ
ラ
ン
チ
ャ
東
雲
、
各
福
祉
会
館
、

図
書
館
、
出
張
所
、
文
化
セ
ン
タ
ー

締▢
₇
月
₁₁
日
（
月
）
消
印
有
効

申▢
受
講
案
内
配
布
場
所
に
あ
る
専

用
申
込
は
が
き
に
記
入
し
、
〒
１３６
―

００７１
亀
戸
₉
―
₃₃
―
₂
―
1
0
1
亀
戸

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
自
悠
大
学
係
へ

郵
送
（
電
話
お
よ
び
窓
口
で
の
申
込

不
可
）
※
申
込
は
い
ず
れ
か
の
₁
ク

ラ
ス
の
み
と
し
、
重
複
申
込
は
で
き

ま
せ
ん
※
聴
講
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問▢
深
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

 

☎（
3
6
4
3
）1
9
0
2

 

℻（
3
6
3
0
）6
7
1
9

　
各
地
域
で
、「
こ
ど
も
の
自
立
や

成
長
を
支
え
る
た
め
に
家
庭
で
で
き

る
役
割
」
を
学
び
あ
う
学
習
会
を
主

宰
で
き
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
養

成
し
ま
す
時▢ 

内▢
下
表
の
と
お
り

場▢
教
育
セ
ン
タ
ー
（
東
陽
₂
―
₃

―
₆
）
人▢
区
内
在
住
の
家
庭
教
育

学
級
の
運
営
経
験
者
、
家
庭
教
育
支

援
に
理
解
と
意
欲
の
あ
る
方
等
で
全

回
参
加
で
き
る
方
₁₅
人（
抽
選
）
費▢

無
料
師▢
石
澤
か
ず
こ
（
発
達
科
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ス
タ
ー
ト

レ
ー
ナ
ー
）
※
第
₂
回
以
降
、
講
師

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
指
導
と
な
り
ま

す締▢
₇
月
₅
日
（
火
）
必
着

申▢
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
は
が

き
に
①
講
座
名
②
郵
便
番
号
・
住
所

③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号

を
記
入
し
、
〒
１３５
―
８３８３
区
役
所
地
域

教
育
課
地
域
学
習
支
援
係
へ

 

☎（
3
6
4
7
）9
6
7
6

 

℻（
3
6
4
7
）9
2
7
4

　
昨
年
の
区
内
に
お
け
る
自
転
車
の

関
与
す
る
交
通
事
故
件
数
は
5
0
3

件
で
、
死
傷
者
数
は
4
7
3
人
（
死

者
₁
人
）
で
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
事
故
の
う
ち
約
₆₀
％
に
自
転
車
運

転
者
の
違
反
が
あ
り
ま
し
た
。

　
道
路
は
多
く
の
方
が
通
行
す
る
公

共
の
場
所
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
思

い
や
り
の
心
を
持
ち
、
自
転
車
安
全

利
用
五
則
（
左
表
）
や
交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
自
転
車
を
安
全
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

確
認
し
よ
う
！
自
転
車
安
全

利
用
の
交
通
ル
ー
ル

﹇
な
が
ら
運
転
は
禁
止
！
﹈

　「
傘
差
し
運
転
」「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
使
用
運
転
」「
イ
ヤ
ホ
ン
使
用
運

転
（
た
だ
し
、
補
聴
器
を
使
用
す
る

場
合
は
除
く
）」は
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。

※
罰
則
：
₅
万
円
以
下
の
罰
金

﹇
車
道
は
左
側
通
行
！
﹈

　
自
転
車
は
「
車
道
の
左
側
端
」
に

寄
っ
て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。
右
側
の

通
行
は
「
逆
走
」
で
す
。

※
罰
則
：
₃
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
₅
万
円
以
下
の
罰
金

﹇
歩
行
者
を
優
先
し
ま
し
ょ
う
﹈

　
自
転
車
で
歩
道
を
通
行
す
る
場
合

は
「
車
道
寄
り
を
徐
行
」
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ

る
場
合
は
、
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

※
罰
則
：
₂
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た

は
科
料

　
ま
た
、
横
断
歩
道
を
自
転
車
で
渡

る
と
き
に
歩
行
者
が
い
る
場
合
は
、

自
転
車
か
ら
降
り
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

﹇
飛
び
出
し
注
意
！
﹈

　
一
時
停
止
の
標
識
が
あ
る
交
差
点

で
は
、
そ
の
標
識
に
よ
る
停
止
線
の

直
前
（
停
止
線
が
な
い
場
合
は
交
差

点
の
直
前
）
で
、
一
時
停
止
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

※
罰
則
：
₃
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
₅
万
円
以
下
の
罰
金

﹇
飲
酒
運
転
禁
止
！
﹈

　
お
酒
を
飲
ん
だ
後
に
自
転
車
を
運

転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

※
罰
則
：
₅
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

1
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
（
酒
酔
い

運
転
の
場
合
）

問▢
交
通
対
策
課
交
通
係

 

☎（
3
6
4
7
）4
7
8
4

 

℻（
3
6
4
7
）9
2
8
7

　
木
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
環

境
に
つ
い
て
学
び
ま
す
※
木
の
イ
ス

（
奥
行
き
₂₅
㎝
×
幅
₂₅
㎝
×
高
さ
₃₆

・
₅
㎝
）
を
持
ち
帰
る
た
め
の
マ
イ

バ
ッ
グ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

時▢
₈
月
₉
日
（
火
）
午
前
₈
時
半

〜
正
午
集▢
区
役
所
場▢
東
京
木
材

市
場
（
新
木
場
₂
―
₁
―
₈
）、
フ
ジ

ク
ラ
木
場
千
年
の
森（
木
場
₁
―
₂
）

※
バ
ス
移
動

人▢
区
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

₁₀
組
₂₀
人
（
抽
選
。
当
選
者
に
の
み

₇
月
₁₉
日
（
火
）
ま
で
に
通
知
）
※

保
護
者
₁
人
に
つ
き
小
学
生
₁
人

　
認
知
症
は
誰
し
も
な
り
得
る
身
近

な
脳
の
病
気
で
す
。
2
0
2
5
年
に

は
₆₅
歳
以
上
の
₅
人
に
₁
人
が
認
知

症
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て

地
域
で
生
活
を
営
ん
で
い
く
た
め
に

は
、
地
域
の
人
た
ち
が
認
知
症
に
つ

い
て
理
解
を
示
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

偏
見
を
持
た
ず
、
認
知
症
の
人
や
家

族
に
対
し
て
暖
か
い
目
で
見
守
る
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座

で
す
。
₇
月
・
₉
月
は
特
別
編
と
し

て
開
催
し
ま
す
。
受
講
さ
れ
た
方
に

は
、
区
オ
リ
ジ
ナ
ル
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
カ
ー
ド
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

時▢ 

内▢
別
表
₁
の
と
お
り

費▢
無
料

申▢
₇
月
₁
日
（
金
）
午
前
₉
時
か

ら
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話

費▢
₁
組
₁
、0
0
0
円

締▢
₇
月
₅
日（
火
）午
後
₅
時
必
着

申▢
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
メ

ー
ル
、
は
が
き
に
「
環
境
学
習
会
参

加
」
と
記
載
し
、
参
加
者
名
（
ふ
り

が
な
）、
学
年
、
郵
便
番
号
・
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
１３５
―
８３８３
区

役
所
温
暖
化
対
策
課
環
境
調
整
係
へ

 

☎（
3
6
4
7
）6
1
2
4

 

℻（
5
6
1
7
）5
7
3
7

ｅ▢₃₈₀₂₀₁@city.koto.lg.jp

で
地
域
ケ
ア
推
進
課
地
域
ケ
ア
係

 

☎（
3
6
4
7
）4
3
9
8

 

℻（
3
6
4
7
）3
1
6
5

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

講
師
派
遣

　
区
内
の
自
治
会
、
町
会
、
学
校
、

き
っ
ず
ク
ラ
ブ
な
ど
に
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
講
師
を
無
料
で
派

遣
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
地
域
の

長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
別
表
₂

の
と
お
り
）
ま
た
は
地
域
ケ
ア
推
進

課
地
域
ケ
ア
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▲ あごひも
までしっ
かりと

クラス・会場 曜日・時間 講座（一例）※詳細
は受講案内を参照

［深川クラス］ 
深川ふれあいセンター 

（平野1-2-3）
Ａ（火）10：00～12：00　
Ｂ（金）14：00～16：00

「江戸歳時記～
秋冬編」「謎の絵
師・写楽の役者
絵」「人相書と人
相覚-古文書の
真贋」「後悔しな
いために知って
おきたいお葬式
のいろは」「ソー
シャル　ディス
タンス　オペラ
2022」ほか

［城東クラス］ 
城東ふれあいセンター 

（北砂4-20-12）
Ａ（火）14：00～16：00　
Ｂ（金）10：00～12：00

［亀戸クラス］ 
亀戸ふれあいセンター 

（亀戸9-33-2-101）
（月・木） 
14：00～16：00

［東雲クラス］ 
グランチャ東雲 

（東雲1-9-46）
（水） 
14：00～16：00

回 日時 主な内容

1 7／18（月・祝） 
9：45～12：00

・家庭教育サロンを開くための力とは　
・脳科学で人の心をほぐす！アイスブ
レイクの極意　
・グループ協議①

2 7／23（土） 
9：45～12：00

・今、気になるこどもの発達について　
・グループ協議②

3 7／30（土） 
9：45～12：30

・参加者の心をほぐすファシリテーシ
ョンの3つのスキル　
・グループ協議③

4 8／27（土） 
9：45～12：30

・ファシリテーター実践トレーニング
とフィードバック

自転車安全利用五則
1． 自転車は、車道が原則、歩

道は例外※　
2．車道は左側を通行　
3． 歩道は歩行者優先で、車道

寄りを徐行　
4．安全ルールを守る　
　○ 飲酒運転・二人乗り・並進

の禁止　
　○夜間はライトを点灯　
　○ 交差点での信号遵守と一

時停止・安全確認　
5．子どもはヘルメットを着用

※ 自転車で歩道を通行すること
ができる場合　

　○ 歩道に「普通自転車歩道通行
可」の標識等があるとき　

　○ 13歳未満のこどもや70歳以
上の高齢者、身体の不自由な
人が自転車を運転している
とき　

　○ 自転車の通行の安全を確保
するためにやむを得ないと
認められるとき

別表1　講座内容
講座名 日時 場所

対象・定
員（区民、
申込順）

内容

小学生のため
の認知症サポ
ーター養成講
座～夏休み特
別編～

7／27 
（水） 
14：00～ 
15：30

江東区文化セ
ンター3階レ
クホール（東
陽4-11-3）

小 学 生
と そ の
保 護 者

30組

アニメや劇を交え、小学生に
もわかりやすい内容です。夏
休みに、親子で認知症につい
て学んでみませんか。講座修
了者にはキッズサポーターカ
ードをお渡しします。

認知症サポー
ター養成講座

（定期開催）

8／30 
（火） 
14：00～ 
15：30

豊洲文化セン
ター第2研修室

（豊洲2-2-18豊
洲シビックセ
ンター8階）

30人

定期開催の講座です。8月は
豊洲文化センターで開催しま
す。10月以降の開催について
は、区報やホームページにて
随時お知らせします。

秋の夜長に認
知症サポータ
ー養成講座～
夜の特別編～

9／21 
（水） 
18：30～ 
20：00

江東区文化セ
ンター3階大
研修室（東陽4
-11-3）

30人
仕事や学校、家族の介護など、
日中は忙しくて参加できない
方に向けて、夜の特別編を開
催します。

別表2　長寿サポートセンター
センター名 所在地 電話番号 FAX 担当地域
白河 白河3-4-3-201 5646-1541 3630-6598 常盤、新大橋、森下1・2、

三好3・4、白河、高橋
海辺 海辺12-13 3645-6761 3645-6781 千石、石島、千田、海辺、扇橋
住吉 住吉1-9-5 3635-0646 3632-3617 森下3～5、猿江、住吉、毛利

平野 平野1-2-3 5639-9121 3641-1522
清澄、平野、三好1・2、佐
賀、福住、深川、冬木、門
前仲町、木場3

古石場 古石場2-14-1-101 3641-2801 5621-3545 永代、富岡、牡丹、古石場、
越中島、木場2

東陽 東陽6-2-17 5665-4547 5606-8863 木場4・5、東陽
塩浜 塩浜2-7-2 5617-6213 5617-6050 塩浜、潮見、木場1・6
豊洲 豊洲2-2-18 5859-0566 5547-5400 豊洲、東雲、有明、青海、海

の森
枝川 枝川1-8-15-101 5634-0158 5632-2036 枝川、辰巳
亀戸 亀戸1-30-8 5627-2525 5858-8919 亀戸1・2・6
亀戸北 亀戸4-21-13 5626-0671 5626-0133 亀戸3～5
亀戸東 亀戸9-13-1 5875-3451 5875-3452 亀戸7～9
大島 大島6-14-4-103 5628-0541 3638-4515 大島3・5・6
大島西 大島4-1-37 3636-9857 5628-5125 大島1・2・4
大島東 大島9-6-16 5836-5301 3638-3585 大島7～9
北砂西 北砂3-31-19 3615-4860 6388-9331 北砂1～3、5
北砂東 北砂6-20-30 5606-1744 5683-2440 北砂6、東砂1・2
北砂南 北砂7-7-1-101 6660-2050 6660-2070 北砂4・7、南砂4・5
東砂 東砂4-16-12 5857-8243 5857-8240 東砂3～7
南砂 南砂2-3-5-102 3640-9851 3640-9920 南砂1・2
新砂 新砂3-3-37 5653-1735 5632-3212 東砂8、南砂3・6・7、新砂、

新木場、夢の島、若洲

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
食
費
等
の
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
「
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）」
の
支
給
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

﹇
支
給
対
象
者
・
支
給
方
法
﹈

　
令
和
4
年
4
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方
に
は
、
案
内
を
お
送
り
し
、
6
月
下
旬
に
児
童
扶
養
手
当
指
定
の
口
座
に
支
給
し
ま
す
（
申
請
不

要
で
す
）。

　
ひ
と
り
親
世
帯
の
方
で
申
請
が
必
要
な
方
や
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
方
へ
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
7
月
1
日
号
の
区
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
問▢
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
給
付
係
☎（
3
6
4
7
）4
7
5
4
、
℻（
3
6
4
7
）9
1
9
6

ひ
と
り
親
世
帯
の
方
へ

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

 

（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）
を
支
給
し
ま
す

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

 

（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）
を
支
給
し
ま
す


